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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、小・中学校教員が抱える道徳教育推進上の諸課題に

対応しうる教育方法を構想することである。アンケート調査、および道徳授業の指導案分析の

結果、多くの教員が、価値の主体的自覚を目指す指導法自体に困難を感じていること、また、

複数の道徳的価値が混在する資料の取り扱いに困難を感じていることが分かった。本研究によ

って明らかとなったのは、前者の困難さに関しては、人間の弱さへの共感を重視した授業を構

想することが重要であり、後者の困難さに関しては、授業の目的に照らして重点をおくべき価

値を明確化することが重要であるということである。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to identify the tasks involved in 
promoting moral education that elementary and junior high school teachers have, and to 
design teaching methods that can cope with these tasks. The questionnaire for teachers 
and the analysis of their lesson plans for moral education show that many of them find 
it difficult to teach in itself to cultivate students' awareness of values, and to handle 
texts where more than one moral values are mixed in. In this study, it became clear that, 
concerning the former difficulty, it is important for teachers to plan a program that 
focuses on empathy for human weakness, and that, concerning the latter, it is vital to 
clarify a value to be emphasized in line with the aim of the program. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）北海道では、友人に依頼して母親を殺

害した稚内市の事件や滝川市のいじめ自殺
事件など、子どもによって引き起こされた深
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刻な事件があるにもかかわらず、地域によっ
ては道徳教育に拒否反応を示す学校もある
ことから、道徳教育の有効性を明らかにする
必要があった。 
（2）本研究に関わるメンバーは、既に教育
委員会、小中学校と連携した道徳教育連携研
究事業を展開しており、この事業組織を母体
とした研究をさらに展開していくことを目
指していた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、道徳教育の教育方法の開発を行

い、道徳教育がどのような結果をもたらし、
子ども生きる力、社会性の醸成に有効かどう
か明らかにするものである。 

具体的には、北海道内の学校において、道
徳授業指導案により授業を行い、当初の目的
がどれだけ実現されたか調べ、検証の結果不
十分な部分は改善を図り、授業にフィードバ
ックさせる。 

また、本研究ではいくつかのテーマを関連
させた教育方法を研究し、例えば、「環境倫
理」、「生命倫理」と「他者理解」など複数の
テーマをつなげて子どもの心をより一層成
長させることのできる教育方法を研究する。 

 
 

３．研究の方法 
（1）小中学校教員へのアンケート調査 
 本研究の初年度に、学校教育における道徳
教育の課題を明らかにするため、小・中学校
の教員を対象としたアンケート調査を実施
した。アンケート調査に協力いただいた小中
学校は、北海道内の 32 校であり、その調査
結果から、現場の教員が抱える道徳教育推進
上の課題を明確化することができ、その後の
研究の方向性を明確にする上での資料を得
ることができた。 
（2）道徳授業指導案の分析 
 北海道内各地の小・中学校の教員に協力を
依頼し、研究資料として道徳授業の指導案を
提供いただき、指導案分析を行なう。実際に
指導案を提供くださった小・中学校は、のべ
37 校にのぼり、提供いただいた指導案数は、
のべ 72 本になる。これら指導案を精査する
ことを通じて、道徳授業を構想する上での課
題を明らかにする作業を行い、それら課題に
対応する教育方法の検討・考察した。 
（3）研究成果の公表 
 研究成果を小中学校の教員へフィードバ
ックするために、現職教員が参加する学会･
研究会等の機会を通じて、研究成果を公表す
る。 
 ①シンポジウムの開催 
  平成 21 年度北海道教育大学実践教育学
会研究大会第3分科会（2009年12月12日、

北海道教育大学旭川校）において、「道徳
教育の効果的な教育方法」をテーマとした
シンポジウムを開催し、研究成果を公表し
た。 

 ②論文の公表 
  『北海道教育大学紀要』に 2編の論文を
掲載し、研究成果を公表した。 

 
 
４．研究成果 
（1）アンケート調査 
 本研究の初年度には、学校における道徳教
育の課題を解明するために、小・中学校の教
職員を対象にアンケート調査を実施した。そ
の調査結果からは、学校現場の教員が抱える
道徳教育推進上の課題が浮び上がり、その後
の研究方法や内容をはじめ、研究の方向性を
明確にする上で貴重な資料となった。 
 
①調査内容 
〈主な調査内容〉 
・指導者が、道徳教育の充実を図る上での悩

みや困難を感じていること 
・指導者が、道徳的価値を自分のこととして

捉えるために重点を置いている指導事項 
 
〈主な調査項目〉 
Ｑ３ 道徳教育の充実を図るために、日頃、
悩んだり、困難を感じていることはどんなこ
とですか。当てはまる番号すべてに○を付け
てください。 
１） 道徳教育を学校経営の中心に位置付け、
全教職員で取り組む指導体制づくり 
２） 道徳教育の目標や道徳の時間の役割等
基本的なことについての理解 
３） 全体計画や年間指導計画等の適切な作
成、改善 
４） 各教科や特別活動、総合的な学習の時
間における道徳教育の指導の充実改善 
５） 児童生徒の悩みや心の揺れ等を含め考
えていることの的確な把握や理解 
６） 児童生徒が自ら成長を実感し、課題や
目標を見いだせるようにする支援 
７） 体験活動を生かす工夫 
８） 他の教師等との協力的な指導や連携 
９） 価値の主体的自覚を深める道徳の時間
の指導の充実改善 
１０） 道徳的実践の指導 
１１） 児童生徒の道徳性の実態の把握と指
導への生かし方 
１２） 道徳教育と生徒指導との関連 
１３） 学級、学校の環境の充実・整備 
１４） 家庭、地域社会との連携の工夫 
１５） その他 
 
Ｑ４ 道徳の授業において、児童生徒がねら
いとする道徳的価値を自分のこととして捉



 

 

えるために、どのようなことに重点を置いて
指導していますか。当てはまる番号すべてに
○を付けてください。  
１） 1 年間を見通して、ねらいとする道徳
的価値や主題構成を工夫する。 
２） 道徳の時間に校長や教頭の参加、他の
先生方との協力的指導、保護者や地域の人々
の参加や協力が得られるように工夫する。 
３） 児童生徒の日常的な体験をはじめ、ボ
ランティア活動、自然体験活動、地域の関係
施設等との交流など、多様な体験活動を授業
に生かす工夫をする。 
４） 道徳の時間における指導過程の適切な
構成方法を工夫する。 
５） ねらいに含まれる道徳的価値の側面か
ら、各教科や特別活動、総合的な学習の時間
との関連を踏まえ、事前・事後の指導を工夫
する。 
６） 資料の分析、魅力ある資料の選定及び
開発・活用等を工夫する。 
７） 意外性、驚き、美しさ、神秘性、感動、
疑問など児童生徒の問題意識を高める資料
との出会いを工夫する。 
８） 道徳の授業を進める上での多様な指導
技術の習得を図る。 
９） 児童生徒相互の考えを深めるため、意
見を出し合ったり、比較したり、ディベート
したり、まとめたりするなどの話し合いの工
夫をする。 
１０） 児童生徒の考えを、調整したり、揺
さぶったり、深めたりする教師のかかわり方
や、役割を工夫する。 
１１） 一斉、グループ、ペア、個人など、
道徳的価値の内面化を促しやすい、その場に
適した学習形態、場所（教室、特別教室、校
庭等）を工夫する。 
１２） 児童生徒自身や友達の考えを明確に
したり、記録を残し自分の考えの変容を確認
したりするために、心のノートや道徳ノート
等の工夫をする。 
１３） 心のノートを活用し、児童生徒が自
分を振り返り、自己を見つめる時間を工夫す
る。 
１４） ねらいとする道徳的価値の追求に向
けて、児童生徒個々のよさや持ち味、考え方
や見方を生かす場面の工夫をする。 
１５） 児童生徒の思考の流れを明確にし、
見やすく、分かりやすく、興味をひくような
板書の工夫をする。 
１６） ねらいに含まれる道徳的価値につい
て、児童生徒の実態を事前にアンケートや作
文、学習ノート等により把握し、導入段階で
その提示の工夫をする。 
１７） 資料の時代背景や場面設定について
の理解、登場人物の補説によって、児童生徒
の生活経験では理解しにくい内容を正しく
伝えるよう工夫する。 

１８） 音楽を聴いたり、歌を歌ったりして
楽しい雰囲気を作ったり、目を閉じて気持ち
を落ち着かせたり、グループエンカウンター
をするなど、学習の雰囲気づくりを工夫する。 
１９） 直感や既習事項に基づき、道徳的価
値の追求に見通しを持たせる工夫をする。 
２０） 教材の提示の仕方として、視聴覚機
器（映像、音）や実物、紙芝居、ペープサー
ト、写真、小道具、演示、観察、調査等によ
る提示を工夫する。 
２１） ロールプレイや五感を働かせる活動
や自分の考えを試してみるような体験的・動
作的な活動や表現を工夫する。 
２２） 資料分析を踏まえ、資料のどの部分
に焦点を当てるかを明確にして、発問構成を
工夫する。 
２３） ねらいとする道徳的価値についての
理解や判断、心情に気付かせ。考えさせ、感
じ取らせる発問を精選する。 
２４） 児童生徒がねらいを達成するために、
自分のこととして考えることのできる、本音
や心情を表出することのできる中心発問を
工夫する。 
２５） 児童生徒自身の行為や経験に目を向
け、見つめ直すために、自分自身の直接体験
を聞いたり、見たり聞いたりした間接体験を
聞く発問を工夫する。 
２６） 資料中の登場人物に十分共感したり、
主人公の行為を批判的に検討したりして、問
題を追求し、児童生徒の多様な価値観を引き
出す工夫をする。 
２７） 児童生徒の活発な発言を促すととも
に、一人一人の思いや考えを大切にしながら、
道徳的な価値の意欲的な追求を工夫する。 
２８） 本時の学習によって児童生徒が感じ、
自分のもとして捉えた道徳価値について、教
師の体験談・説話、友人からの手紙など、整
理・まとめの工夫をする。 
２９） 今後の意欲化を図るために、児童生
徒の生活に密着した資料や、感動や感銘を呼
び起こす補助資料（児童生徒の作文、ノート、
日記、家族からの手紙、地域の人の録音・録
画した声や映像）を提示し、整理・まとめを
工夫する。 
３０） ことわざや格言、名言などから、整
理・まとめを工夫する。 
３１） 終末段階において、心のノートを活
用した整理・まとめを工夫する。 
３２） 板書を生かしながら、最後に大切な
心の持ち方を中心に据えて、視覚的に整理・
まとめを工夫する。 
３３） 本時の授業後の対応として、授業中
の発言や様子を見て気になる児童生徒や、意
見を上手く取り上げられなかった児童生徒
への指導を工夫する。 
３４） その他 
 



 

 

②調査結果の考察 
【Ｑ３「道徳教育の充実を図る上での悩みや
困難を感じていること」調査結果と考察】 
〈調査結果〉 
 回答数の高かった項目は、次のとおりであ
る。 
Ｑ３―９）「価値の主体的自覚を深める道徳
の時間の指導の充実改善」４６．９％ 
Ｑ３―６）「児童生徒が自ら成長を実感し、
課題や目標を見いだせるようにする支援」４
５．２％ 
Ｑ３―５）「児童生徒の悩みや心の揺れ等を
含め、考えていることの的確な把握や理解」
４２．９％ 
 その他、自由記述として次のような内容が
記述されていた。 
 ・身に付けた道徳性が児童生徒の生活に反
映されづらい。現実の社会とのギャップをど
のように考えて指導すればよいのか。 
 ・学級における指導と全体計画の内容をど
のように関連付けたらよいのか。 
 ・道徳の時間が生徒指導の時間になってし
まう。 
 ・道徳の副読本がつまらなく感じてしまう。 
 ・道徳の時間と特別活動の時間の関連を重
視するべきである。 
 ・自作資料の開発・活用が大切である。 
・教材研究をするための時間が確保できな 
い。 
〈考察〉 
  Ｑ３―９）「価値の主体的自覚を深める道
徳の時間の指導の充実改善」が一番高い割合
を示していることから、「道徳的価値の自覚
を深める」ための指導方法の在り方について
究明を強く望んでいることが分かる。このこ
とは、「道徳的価値の主体的自覚を深める道
徳授業」の効果的な指導方法の開発を本研究
の中核主題と位置づけるべきことを示唆し
ているものと考えられる。 
 Ｑ３―６）「児童生徒が自ら成長を実感し、
課題や目標を見いだせるようにする支援」で
は、「価値の自覚」を児童生徒の成長として
捉えていることから、そのための自己目標、
自己課題の設定、その解決に向けての児童生
徒への指導の在り方やかかわり方を探る必
要があると考えられる。 
 
【Ｑ４「道徳的価値を自分のこととして捉え
るために重点を置いている指導事項」調査結
果と考察】 
〈調査結果〉 
 回答数の高かった項目は、次のとおりであ
る。 
Ｑ４―６）「資料の分析、魅力ある資料の選
定及び開発・活用等を工夫する」 ６２．９％ 
Ｑ４―７）「意外性、驚き、美しさ、神秘性、
感動、疑問など児童生徒の問題意識を高める

資料との出会いを工夫する」４９．２％ 
Ｑ４―１０）「児童生徒の考えを、調整した
り、揺さぶったり、深めたりする教師のかか
わり方や、役割を工夫する」４８．７％ 
Ｑ４―２３）「ねらいとする道徳的価値につ
いての理解や判断、心情に気付かせ。考えさ
せ、感じ取らせる発問を精選する」４５．２％ 
Ｑ４―４)「道徳の時間における指導過程の
適切な構成方法を工夫する」４４．４％ 
Ｑ４―２４）「児童生徒がねらいを達成する
ために、自分のこととして考えることのでき
る、本音や心情を表出することのできる中心
発問を工夫する」４３．４％ 
Ｑ４―２２)資料分析を踏まえ、資料のどの
部分に焦点を当てるかを明確にして、発問構
成を工夫する」４０．９％ 
 その他、自由記述として次のような内容が
記述されていた。 
 ・葛藤を生む場の構成はどのようにしたら
よいのか。 
 ・他教科との関連を常に意識して指導して
いる。 
 ・書く活動を取り入れ、児童の心の動き等
を把握したり、コメントをつけて返すことに
より、自己肯定感をもたせる。 
 ・学習したことを、実際の生活の中に生か
せるように、また生かしているか点検しなが
ら指導している。 
 ・各教科と道徳とをどのように関連させれ
ばよいのか。 
〈考察〉 
 重点を置いている一番割合の高かったは、
Ｑ４―６）「資料の分析、魅力ある資料の選
定及び開発・活用等を工夫する」であること
から、児童生徒の道徳的価値の自覚を促すた
めには、資料分析、資料の選定（事前）が極
めて重要であると捉えていることが分かる。 
Ｑ４―７）「意外性、驚き、美しさ、神秘性、
感動、疑問など児童生徒の問題意識を高める
資料との出会いを工夫する」が二番目に高い
割合を占めていることからは、資料の選定と
ともに導入段階における資料との出会い、出
会わせ方が価値の自覚を深めるためのポイ
ントであると多くの教員が捉えていること
が伺える。 
Ｑ４―１０）「児童生徒の考えを、調整した
り、揺さぶったり、深めたりする教師のかか
わり方や、役割を工夫する。」では、道徳の
授業の重要性が教師の児童生徒のかかわり
方や、その指導性に大きくかかわっていると
考えていることが分かる。 
Ｑ４―２３）「ねらいとする道徳的価値につ
いての理解や判断、心情に気付かせ、考えさ
せ、感じ取らせる発問を精選する」では、児
童生徒の道徳的価値の自覚を深めるために
は、やはり教師の発問が大切であることや、
Ｑ４―２２）「資料分析を踏まえ、資料のど



 

 

の部分に焦点を当てるかを明確にして、発問
構成を工夫する」やＱ４―２４）「児童生徒
がねらいを達成するために、自分のこととし
て考えることのできる、本音や心情を表出す
ることのできる中心発問を工夫する」と関連
させて発問構成の重要を挙げている。 
 発問の内容や構成の重要性は、Ｑ４―４）
「道徳の時間における指導過程の適切な構
成方法を工夫する」が高い割合を示している
ように、発問に重点を置くと同時にその前後
の児童生徒の予想される内面の変化とのか
かわりとの関連など、そのための適切な指導
過程の在り方について、教員が重点であると
考えていることが分かる。 
 これらを総合して考えるならば、資料分析
を十分に行い、資料に含まれる道徳的価値の
内容、関係を十分に考察し、その作業をもと
に発問の工夫など授業構成の吟味を行うこ
とが、効果的な教育方法の開発においては重
要であるということができるであろう。 
 
（２）シンポジウム発表内容 
 上記アンケートの分析および資料として
提出された道徳授業指導案の分析から浮か
び上がってきた課題の中で特に重要と思わ
れる課題としてわれわれが注目したのは、以
下の 3つの課題である。 
・価値の主体的自覚を目指す指導法に内在す

る困難さ 
・複数の道徳的価値が混在する資料の資料分

析の困難さ 
・児童・生徒の発達段階を考慮した指導 
 本研究では、主にこれら 3つの課題に対応
する教育方法の開発を目指した研究が行な
われ、その研究の成果の一部は、平成 21 年
度北海道教育大学旭川実践教育学会・第 3分
科会「道徳教育の効果的な教育方法」におい
て発表された。上記 3つの課題それぞれに関
する提題内容の概要は以下の通りである。 
 第一の課題「価値の主体的自覚を目指す指
導法に内在する困難さ」に関しては、この困
難さを「子どもが自らの道徳的価値を自覚す
るよう指導することの難しさ」と捉えた上で、
その困難を克服するための一方略として、
「人間の弱さへの共感」を重視して道徳授業
を構想することが提案された。 
 第二の課題「複数の道徳的価値が混在する
資料の資料分析の困難さ」に関しては、複数
の道徳的価値が混在した資料を道徳の授業
のおいて扱うためには、「授業の目的に照ら
して」重点を置く価値を選択すること、児
童・生徒の発達段階を考慮して価値を捉え直
すこと、価値の対立を解消（止揚）する方法
の模索をうながすための「問い」を工夫する
こと、といった点に留意して資料分析を行な
うことの重要性が提言された。 
 第三の課題「児童・生徒の発達段階を考慮

した指導」に関しては、札幌市立緑丘小学校
の実践をピアジェ、コールバーグらの道徳性
発達理論の観点から分析した結果が報告さ
れ、価値項目それぞれに関して発達段階を考
慮した指導計画を立てることの必要性が提
言された。 
 
（３）論文 
本研究においては、アンケートおよび指導案
分析から見出された 3 つの課題、「価値の主
体的自覚を目指す指導法に内在する困難さ」、
「複数の道徳的価値が混在する資料の資料
分析の困難さ」、「児童・生徒の発達段階を考
慮した指導の仕方」に関する考察を行った 3
篇の論文が著された。川崎惣一の論文、中川
大の論文は、「価値の主体的自覚を目指す指
導法に内在する困難さ」という課題に対応す
るための教育方法としての「共感に基づく教
育」に関わる内容をもつ論文であり、共感に
着目して道徳教育を構想することの重要性
を哲学・倫理学、発達心理学の観点から考察
したものである。 
 川崎論文は、共感に関する哲学・倫理学、
発達心理学上の諸見解を踏まえながら考察
をすすめ、共感を道徳的行動の主たる要因と
捉えることができることを示し、子どもの共
感する力を伸ばすための教育方法を構想す
るにあたっては、役割取得の力に注目するこ
とが重要であると論じている。 
 中川論文は、わが国における心情主義的道
徳教育論に対する近年の批判においては、感
情に基づく道徳論への顧慮が欠落しており、
感情と道徳の関係に関する考察が等閑に付
されていることを批判し、スピノザ、ヒュー
ムらの感情を重視した道徳論のうちには、道
徳教育を構想するにあたって参照するべき、
感情と道徳性の関係に関する有益な知見が
含まれていることを指摘している。 
 千葉胤久の論文は、「複数の道徳的価値が
混在する資料の資料分析の困難さ」という課
題に対応するための教育方法に関わる内容
を含む論文である。この論文は、資料分析な
どの授業準備段階において道徳的価値の基
本的内容の明確化という作業を行なうこと
が重要であることを指摘し、その作業を十分
に行なえるようになるためには哲学・倫理学
的思考に親しんでおくことが有効であると
主張するものとなっている。 
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